
現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

①運行計画の難しさから拘束時間が長
時間化している

②複数の配送先があるため拘束時間が
長時間化している

③市場での手待ち時間の発生が拘束時
間に影響を及ぼしている

④施設が狭いために施設内で荷卸し作
業ができず、労力と時間を要している

⑤水揚げや生産の時間から輸送までの
時間的な余裕がない

⑥輸送計画・輸送需要が天候に左右さ
れる

現状分析

２月頃 ３月

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（水産物関係）
 元請運送事業者
 下請運送事業者

兼荷扱い事業者
 着荷主（水産物関係）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

検討中
・手待ち時間の短縮を図る。
市場での荷受作業時に作成
する荷札発行時間を短縮でき
ないか、方策を検討。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

北海道パイロット事業 【取組課題 検討中 】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

7～12月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。
＜課題＞

現状分析

１１月 ２９/１月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（農業関係）A
 元請運送事業者ア
 下請運送事業者イ
 着荷主（青果卸会社）a

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。
＜実験＞

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

元
請 下

請

青森県パイロット事業 【荷積み時間の前倒しや配送先別整理による拘束時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

８～１０月

－運行前－

○荷積みに時間を要する荷積み場所が
あり、長い時は早朝から昼ぐらいまでか
かる

－運行中－
○配送先（着荷主）の数が多い

－配送先－

○市場に着いてからの手待ち時間が長
く、また荷卸しが終わっても検品の順番
待ちに30～40分要することがあり、また、
検品には1時間程度を要する。
【その他】
※青果品に特化した課題

○荷物の丁寧な扱い（荷崩れに配慮）
が必要であり、荷積みに人員・時間を要
している

朝積み時間の前倒し

・朝6時から荷積みを開始し、
市場への到着時刻を早める

配送先別の荷積みの
区分け、整理

・一部の集荷先においては、
配送先個々に仕分けられて
いない場合（積荷）がある
・どこに保管されているのか、
集荷先担当者へ確認が必要
なときがある

一運行の荷受け先削減



現状分析を踏まえ、当該集団の課
題を設定し、この課題を解決する手
段を検討する。
＜課題＞

【発荷主】

○通常は、運行前日までには伝票
を運送事業者へ渡しているが、配送
先の決定は当日の朝になることが
多い
○積込みの人数（フォークリフト作業
員）は2人で行っている
→フォークリフト作業員が増員できれ
ば荷積み時間の短縮が図れる
【運送事業者】
－運行前－

○発注依頼が遅く、配送先が当日
決定されるため、運行計画が立てに
くい
○荷積みまでの手待ち時間の発生
－配送先－

○配送先に着いてからの手待ち時
間が長いことが多い

現状分析

１１月 ２９/１月以降

実験に参加する事業
者と、コンサルタント
が連携し、当該集団
における運送取引の
実態を把握。（打合せ
や事業場の訪問を複
数回実施。）

＜参加集団＞

 発荷主（合板メー
カー）A

 運送事業者３者
ア

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解
決策を実証する。
＜実験＞

運行依頼の前倒し
・荷主側で発注依頼が前
倒しできそうな運行につ
いて検討し、運送事業者
への運行依頼を１日程度
前倒しする

出勤時間の後倒し
・出勤時間を30分以上後
倒しにする
→荷主側で製品準備・伝
票を運行時間までに整え
手待ち時間の発生を防
ぐ

コンサルタント

発
荷
主

元
請

岩手県パイロット事業 【運行依頼の前倒し・出勤時間見直しによる拘束時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

８～１０月

実
験
結
果
検
証



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。
＜課題＞

現状分析

２９/１～２月 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（軽工業品）A
 運送事業者ア

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。
＜実験＞

運行時間の見直し
・自宅以外での休息を、一旦帰

庫することにより自宅での休息に
切り替え、安全衛生面での運転
者の負担について検証を行う

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主

元
請

宮城県パイロット事業 【運行途中での休息を自宅休息へ切り替え】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

８～１２月

改善基準告示については荷主、
運送事業者間の長年の積み重ね
により遵守されているが、一部の
運行において、運行途中での休
息（自宅以外）が見られた

このことから、好事例として今まで
の取り組みについて詳細を確認
するとともに、自宅以外での休息
期間については、運転者の住所
地での休息期間が、それ以外の
場所での休息期間より長くなるよ
う努めることと定められていること
から、この運行に着目し改善基準
告示のさらなる遵守について取り
組むこととした



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。
＜課題＞
○手待ち時間関係

・元請運送事業者では、
受付順に車両を割り当
てており、実運送事業
者は早い時間に出発で
きるようオーダーが確
定する前に受付を行う
ため、受付後の手待ち
時間が長くなっている

・トレーラへの積込み
の際、複数バースを占
拠するため、スペース
が手狭となり他のトラッ
クへの積込みに手待ち
時間が発生している

現状分析

１～２月 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞

 発荷主（製紙メーカー）
A

 元請運送事業者ア
 下請運送事業者イ

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。
＜実験＞

検討中

・実証実験を行うためのデータ等
を発荷主に提供し、実験内容に
ついて照会中

 手待ち時間の削減
出荷先別に、発荷主
工場入門から積込み作
業開始までの待ち時間
を調査。削減の余地を
検討。
 フェリーの時間変更
輸送で使うフェリーの
荷物積み込み時間を調
整することで、全体の作
業時間を短縮できない
か。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主

元
請 下

請

秋田県パイロット事業 【受付後の手待ち時間短縮による拘束時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

８～２９/１月

下
請下

請



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。
＜課題＞

現状分析

１～２月 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（農業関係）A
 元請運送事業者ア
 下請運送事業者イ
 着荷主（仲卸会社）a

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。
＜実験＞

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

元
請 下

請

山形県パイロット事業 【運転者の作業時間短縮による拘束時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

８～２９/１月

○集荷時間の遅さ

・１８、１９時以降に集荷にいか
なければならない場合がある

○集荷・配荷が複数箇所ある場
合の待ち時間の増加

・集荷・配荷場所が複数ある場
合は、それぞれで待ち時間が発
生し、拘束時間が長期化しやす
い

○市場の荷受け方法の煩雑さ

・仲卸ごとに荷受け方法が異な
る

・駐車スペースが確保できない
と待機時間が長くなってしまう場
合がある

検討中
・積込時間の短縮
発地ストックポイントを使
用している場合と使用して
いない場合の積込み時間の
検証（集約拠点を設け、複
数箇所で集荷したものをそ
こにおろす作業と、その集
約拠点から市場まで輸送す
る作業を分離する）
・積込み時間削減
パレット化が困難なリンゴ
について、使用した場合と
バラ積みの場合の効果検証
中



予冷倉庫活用による拘束時間の削減 福島県

 当日の出荷数量がわからないため、選果完了時間がわからず、結果適正な配車（大きさや台数）ができず非効率。
 一台の車で複数の集荷場で積み込むものの、各集荷場の情報共有が無くそれぞれで積込みの時間がかかり出発時間が

遅れる。

＜ 改 善 結 果 ＞ 発地(発荷主側)での待ち時間の削減

各々約２～３時間短縮拘束時間（推定）

※実現するための課題：予冷設備の設置・運用にかかる費用及び設備までの横持ち費用の負担

課 題

 発荷主Ａ(生産者団体) ､運送事業者ア(元請)・イ(実運送) ､着荷主ａ・ｂ(青果卸売業)､荷種：農産品(トマト)

実施集団

ａ社向けトラック 実施前

拘束時間（推定） １４時間３４分

実施後 短縮効果

１１時間４５分 △２時間４９分

ｂ社向けトラック 実施前

拘束時間（推定） １２時間１３分

実施後 短縮効果

１０時間１８分 △１時間５５分

※ 運送事業者イ（実運送）の営業所出発時間から業務完了時間までを拘束時間（推定）として対比
※ 事前に荷量が把握でき、それに応じて出荷作業を計画的に実施できるため、出荷作業におけるドライバーの待ち

時間を大幅に削減

予冷施設の活用
天候等による出荷量の変化に作業員の確保や選果ラインの増加等対応が困難であったことから、
出発予定時間に間に合わなかった青果品（トマト）を予冷設備にて予冷し翌日出荷



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

 手待ち時間関係

・荷主工場内積込み作業において
の「入場時間」→「積込開始時間」→

「積込終了時間」がデジタル式タコグ
ラフでは把握出来ていない。

現状分析

１１～１月頃 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞

 発荷主（コンクリートポー
ル・パイル製造工業）A

 運送事業者ア

※今回、下請運送事業者や
着荷主は対象としない

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

 協力会社（他の元請運送事
業者含む７社）による実態調査

・ドライバーが「入場時間」「積
込開始時間」「最終積込終了時
間」等の項目について工場側（荷
主側）の屋外作業員や検査員と
時間確認し調査票に記入。

・調査票を集計し調査結果をまと
め改善策を検討。

実
験
結
果
検
証

コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

茨城県パイロット事業 【 重量物の荷積み作業等にかかる影響の検討 】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

９～１１月



発荷主の荷積み風景
【茨城県協議会】



現状分析を踏まえ、当該集団の課題
を設定し、この課題を解決する手段を
検討する。
＜課題＞

①宇都宮センターへの入荷便の慢性

的な手待ち時間が発生している。

②菓子問屋配送で手待ち・荷役時間

が長くなっている。

③取得した勤務データにおいて拘束

時間超えが発生している。

＜解決手段＞

・物流センター、外部ストックポイントの

集約を行う。

・比較的稼働率の低いバースを入荷

用に解放する。

・親会社と菓子問屋の間で協議を行う。

・可能な便に関してパレット輸送を行う。

現状分析

１月頃 ２月以降

実験に参加する事業者と、コ
ンサルタントが連携し、当該集
団における運送取引の実態を
把握。（打合せや事業場の訪
問を複数回実施。）

＜参加集団＞
●発荷主
スナックフード・サービス㈱
●運送事業者
髙野総合運輸㈱
㈲仲野運輸
㈱星川産業
㈱アクティチャレンジ

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞
●入荷バースの柔軟的割り当て
による手待ち時間の短縮

・宇都宮センターの共同配送入
荷専用５バースを市内工場・
倉庫からの横持ち入荷用にも開
放する。

・通常バース（出荷用）の一部を
入荷用にも開放する。

・入荷業務のダイヤグラムオペ
レーション化。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 事

業
者

事
業
者

事
業
者

事
業
者

栃木県パイロット事業【入荷バースの柔軟的割り当てによる手待ち時間の短縮】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

８～１２月



＜物流現場の課題＞
 市場における待機時間

• 保冷庫のない市場では、
荷卸し時間が指定されて
おり、常時待機時間が発
生している。

 附帯作業の拘束時間

• 大口の小売店に対しては
直送するが、小売店指定
のラックへの貨物の取下
しを指示されるため、通
常よりも１時間以上作業
時間が延びることがある。

＜体制の課題＞
 着荷主とのパートナーシップ

• パートナーシップの構築
がされていないため、着
荷主に対して具体的な改
善提案をしづらい状況に
ある。複数の荷主に働き
かけ、関係構築にあたっ
て障壁になっている点を
検討する。

現状分析

１１～２月頃 ３月以降

実験に参加する事業者と、コ
ンサルタントが連携し、当該集
団における運送取引の実態を
把握。（打合せや事業場の訪
問を複数回実施。）
＜参加集団＞
 発荷主（JA）
 実運送事業者（元請）

○発荷主での積込み作業に
おいては、発荷主と実運送事
業者が継続的な改善を実施し
てきており、待機時間、附帯作
業に係る拘束時間については、
問題となっていない（好事例と
して整理する）。

○着荷主（市場、小売店）にお
ける待機、附帯作業に係る拘
束時間に改善すべき重要な問
題があるものの、特定の着荷
主が集団に参加していない状
況である。

課題の洗い出し 本年度の取組事項

本年度は着荷主とパートナー
シップを構築することを主たる事
業とする。なお、期間内に取組可
能な改善活動があれば適宜実施
する。
＜物流の課題改善への取組＞

 着荷主に対するヒアリング
の実施

• 発荷主が農家から
の出荷情報を収集
し、それを活用する。

＜体制の課題改善への取組＞

 着荷主とのパートナーシップ
の構築

• 着荷主と本集団で
改善に向けた定期
的な会議を持ち、改
善活動を実施。

• パートナーシップ構
築における関係者
間の相互理解を深
めるためのエッセン
スを抽出し整理する。

実
験
結
果
検
証

元
請 下

請

群馬県パイロット事業 【着荷主とのパートナシップ構築による待機時間、附帯作業時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

９～１０月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

● 現在、現状について分析中

※自動車関連企業の本社工場（埼
玉県）と部品センター（群馬県）間を
１日２往復している便について、搬入
等の作業時間を含む拘束時間の削
減及び運送の効率化について検討
を行う予定となっている。

現状分析

２月頃 ３月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 自動車関連企業

（発・着荷主）
 運送会社（１社）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

● 現在解決策について検討中
※ ２月末頃開始予定

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

埼玉県パイロット事業【荷物の回収等の作業工程の見直し及び改善による拘束時間の削減（調整中）】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

１２～１月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

【物流の効率性からの観点】
台車から板パレットへの積み替え

以前は工場側からローラーコン
ベアで移動させていたが、現在は
ローラーコンベアをほとんど使用
せず台車上に商品をピッキング
する。これを運送事業者の積み
込みスタッフがバース側に台車を
移動させコース別に板パレットに
積み込む。台車から板パレットへ
の積み替えが発生。

→重複作業による効率の悪化

現状分析

２月上旬 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 荷主（食品ﾒｰｶｰ）
 運送事業者

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

現状及び実証実験における作業
時間を比較・検証する。

【現状】
（荷主）

ピッキングした荷物は台車に集
品
（運送事業者）

集品された商品は、板パレットに
移し替え、再度検品作業を行う。

【実証実験】
（荷主）

板パレットに集品し、検品作業を
併せて行う。
（運送事業者）

板パレットに集品された荷物の総
個数の検品のみ行う。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

荷
主

運
送
事
業
者

千葉県パイロット事業 【荷主と運送事業者の重複業務の見直し】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

９～１１月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

 手待ち時間関係

• 発地側工場内で複数箇
所の積込みがあり、積
込み場所毎に待機時間
が発生

• 積込み場所での長距離
トラックと地場配送トラッ
クの混在

• 発地側の外部倉庫での
積込み時に、事前に指
示のない複数箇所での
積込み作業が発生

• 着地側倉庫での受付時
間順による入構のため、
必要以上の早めの受
付及び作業開始までの
待機時間が発生

現状分析

２月頃 ３月中旬以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
・発荷主（家庭紙製造業）A
・元請運送事業者ア
・下請運送事業者イ
・下請運送事業者ウ
・着荷主（卸売業）ａ

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

事業者及び着地側における待
機時間短縮を軸に調整中。 実

験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

東京都パイロット事業【調整中】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

10～11月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞
 手待ち時間関係

・積込み時に時間がかかり、順
番待ちが生じている

・荷下ろし時に、早めに事業者
が来ているため、待機時間が
生じている。

現状分析

１～２月頃 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（建設関係）A
 元請運送事業者ア
 下請運送事業者イ
 着荷主（建設関係）a

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞
 検討中

積込み作業時の手待ち時間
の削減の可否を検討

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

神奈川県パイロット事業 【積込み作業時間短縮による拘束時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

７～１０月



現状分析を踏まえ、コンサルタン
トによる課題の洗い出しをもとに、
第２回検討会にて課題の解決方
法を検討。

＜課題＞
 手待ち時間関係

• 流通センター到着後、
受付開始時間前にト
ラックが集中し、搬出作
業の順番待ちにより多
大な手待ち時間が発生。

 荷役作業関係

• 発荷主側では積載効率
を重視したパレット積み
を行う一方、流通セン
ター側ではサイズ的に
収容不可能なため、手
下ろしを強いられている
状況。

現状分析

１月頃 ２月以降

コンサルタントと対象集団
による第１回検討会を１０月
に実施。

また、流通センターへの現
地確認を実施したうえで当
該集団における運送取引
の実態を把握。

＜参加集団＞
 発荷主（食品メーカー）
 運送事業者
 着荷主（流通センター）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞
 手待ち時間の縮減

• 流通センターで試験
運用中の「受付予約
システム」を活用し、
予約した時間帯に
搬出を行うことによ
り、手待ち時間の短
縮を図る。

 荷役作業のパレット化

• 統一したパレット積
みを実施し、流通セ
ンターでの手下ろし
をパレット下ろしへ
変更することにより、
荷下ろし時間の短
縮を図る。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
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山梨県パイロット事業 【荷待ち時間短縮等による拘束時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

１０～１１月



着荷主（流通センター）の手下ろし作業場 【山梨県協議会】



現状分析を踏まえ、当該集団の課題を設
定し、この課題を解決する手段を検討する。
＜課題＞手待ち時間関係

予定積込み開始終了時刻に対して遅れる場
合がある。

予定ピッキング開始終了時刻に対して遅れ
る場合がある

人によりピッキング作業時間（効率）にばら
つきがある（標準作業時間より長くなる場合が
ある）
• 積込待ちの解消
• 積込み完了遅れの解消

①現状分析

１～２月頃
２月以降

対象集団自己チェックリストに
より現在の労働環境の把握。
現場確認によるコンサルによる
分析。対象集団と、コンサルタ
ントが連携し、運送取引の実態
を把握。（事業場の訪問を複数
回実施）

着地（スルーセンター）でのドラ
イバーの状況調査分析

＜対象集団＞
･発荷主：岩塚製菓(株)
・運送事業者：魚沼運輸(株)
＜コンサルタント＞
・ペック協会

②課題解決手段の検討 ③解決手段の実証

設定した課題に対する解
決策を実証する。
＜実験＞
手待ち時間関係
ピッキング作業の改善

（中間ストアの活用）
倉庫内、ロケーション変更

トレース（バーコード）シス
テムの導入
トラックの付け方変更検討

④
結
果
検
証

コンサルタント

発
荷
主

発
荷
主

運
送
会
社

新潟県パイロット事業 【荷待ち時間短縮による拘束時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、知識を有するコンサルの助言・提案のもと、新潟県地方協議会によりトラック輸
送状況実態調査結果や地域の実情踏まえ選定された対象集団（発荷主：岩塚製菓株式会社 運送会社：魚沼
運輸株式会社）が、トラック運転者の長時間労働等の改善を図るものである

 以下のように①荷主及び運送事業者の現状の把握、長時間労働の原因や抑制の阻害要因等の分析②課題
に対する改善策の検討 ③解決手段の実証 ④検証等を行う。

 実施内容は平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、トラック業界全体の長時間労働是正につなげる。

１１～１２月

運
送
会
社

〈原因の明確化作業〉
トラック１台分１人作業化の実施→ピッキン

グを１人１台作業とすることで、問題見える化
し、有効な対策を講じていく
（見えてきた原因）

・運搬距離が長い（ピッキング場所が広域にま
たがる）
・ピッキング場所（作業場所の空き状況）
・賞味期限の混在



現状分析を踏まえ、当該集団
の課題を設定

＜課題＞
拘束時間関係

• 早朝便、横持ちドライバーの
目標時間を大きくオーバーし
ている。

• 積込み時間が時間ごとの出荷
便にばらつきがある。出荷便
が多い時間には積込み位置
が遠くなることでリフト運搬距
離が長くなり積込み作業時間
が長くなる

• 積込み作業はトラックに直接
積み込みとなっており、運転手
の手待ち時間が長くなってい
る。

• 荷卸し（ディストリビューション
センターDC）の順番に対応で
きていない

①現状分析

１～２月頃 ２月以降

対象集団自己チェックリストによ
り現在の労働環境の把握。コン
サルによる分析。

対象集団と、コンサルタントが連
携し、運送取引の実態を把握。
（事業場の訪問を複数回実施）

＜対象集団＞
発荷主（マルコメ（株））
運送事業者（長野通運（株））
下請運送会社（東信運送（株））
＜コンサルタント＞
・ペック協会

②課題の洗い出し 改善策の検討

設定した課題に対する解
決策を決定する

＜実験内容＞

夜間生産製品の積込み、
トラック移動について変更

時間帯ごとの出荷便数の
平準化、同時に積込み作
業を行うトラック便数を減ら
し、積込み作業のリフト運
搬距離を削減

一時仮置きに製品の準
備をしておき積込み時間の
短縮を図る。

店舗別にピッキングを行
うことによりDCのほしい順
に到着し荷卸し

④
結
果
検
証

コンサルタント

発
荷
主

発
荷
主

運
送
会
社

長野県パイロット事業 【荷待ち時間短縮による拘束時間の削減】
 パイロット事業（実証実験）は、知識を有するコンサルの助言・提案のもと、長野県地方協議会によりトラック輸

送状況実態調査結果や地域の実情踏まえ選定された対象集団が、トラック運転者の長時間労働等の改善を
図るものである。

 以下のように①荷主及び運送事業者の現状の把握、長時間労働の原因や抑制の阻害要因等の分析②課題
に対する改善策の検討 ③解決手段の実証 ④検証等を行う。

 実施内容は平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、トラック業界全体の長時間労働是正につなげる。

１１～１月

下
請
会
社

③
実
証
実
験



現状分析を踏まえ、当該集団
の課題を設定し、この課題を
解決する手段を検討する。
＜課題＞

・出荷場所において作業が集中し
た場合に待ち時間が発生。

・実際の運転の仕方、休憩の取り
方はドライバー任せている部分
が多い。

・積込み（倉庫）が原則２ヵ所、ま
れに３，４ヵ所となる場合がある。
〈解決手段〉
荷待ち時間の短縮
・荷役ホームの改修
・バースの接車スペースの拡張
ドライバーの時間管理

・運行経路、休憩場所等をあら
かじめ指示することで拘束時間
等に影響確認
積込み場所の集約化※

・横持ちと出荷の輸送に分割し、
積込み作業時間等を短縮
（※中長期的な課題）

①現状分析

～２ 月頃 月以降

実験に参加する事業者と、コ
ンサルタントが連携し、チェッ
クリストや現場状況を元に当
該集団における運送取引の
実態を把握。

＜参加集団＞
発荷主中越パルプ工業(株)

元請運送事業者中越ロジス
ティクス

下請運送事業者港運輸(株)
着荷主中越パッケージ(株)

ほか関東エリア

②課題の洗い出し
解決手段の検討 ③実証実験

設定した課題に対する解決
策を実証する。
＜実験＞
 荷役ホームの改修

両側から荷役できるよう
にホームを拡張

④
実
験
結
果
検
証

コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

富山県パイロット事業 【拘束時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者
の長時間労働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗
い出し・課題に対する解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、
トラック業界全体の長時間労働是正につなげる。

８～ ９月

バーススペースの拡張

 ドライバーの時間管理

ドライバーに任せた場合
との管理する場合との違い
を検証



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞
 荷役作業関係

出荷製品の集荷・荷造り・積載方
法の検討

 手待ち関係

出荷日にあわせた生産体制の構
築の検討

①現状分析

１～２月頃 ２月以降

対象集団自己チェックリスト
により現在の労働環境の把
握。コンサルによる分析。

対象集団と、コンサルタント
が連携し、運送取引の実態を
把握。（事業場の訪問を複数
回実施）

＜対象集団＞
･発荷主：コマニー(株)
・運送事業者：上田運輸(株)
＜コンサルタント＞
・ペック協会

②課題解決手段の検討 ③解決手段の実証

設定した課題に対する解決
策を実証する。

ロケーション変更し。効果を
だす。

＜実験＞

 入庫時間のコントロー
ル

 出荷時間に合わせた
製品造りの取組

 (出荷前日までの完成
品準備率の向上）

 （ピッキング数の調査、
回数を減らすための
検討）

 （荷主側、梱包作業側、
運送事業者側での出
荷体制情報の共有
化）

④
結
果
検
証

コンサルタント

発
荷
主

発
荷
主

運
送
会
社

石川県パイロット事業 【荷役・荷待ち時間短縮による拘束時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、知識を有するコンサルの助言・提案のもと、石川県地方協議会によりトラック輸
送状況実態調査結果や地域の実情踏まえ選定された対象集団（発荷主：コマニー株式会社 運送会社：上田
運輸株式会社）が、トラック運転者の長時間労働等の改善を図るものである。

 以下のように①荷主及び運送事業者の現状の把握、長時間労働の原因や抑制の阻害要因等の分析②課題
に対する改善策の検討 ③解決手段の実証 ④検証等を行う。

 実施内容は平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、トラック業界全体の長時間労働是正につなげる。

１１～１月

運
送
会
社



現状分析

１～２月 ２月末頃

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主 製造業

 元請運送事業者
運輸Ａ

 下請運送事業者
運輸Ｂ、運輸Ｃ

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

【ファーストステップ】

現状の出荷オーダーをもとに、出
荷の順番を輸送条件等をベース
に計画化。現在休息が不十分な
運行について積込みの順番調整
を行う。

【セカンドステップ】

今後検討していくもの。

・在庫の適正配置。

・取引条件等の見直し。（取引先
との取引条件、配送の指定時間、
輸送時間等）

・パレット化の推進。（空パレット
の保管・回収や、作業分担、費用
等）

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 発

荷
主

発
荷
主

元
請 元

請

静岡県パイロット事業①

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労働等の改善を図るものである。以下の
ように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック業界全体の長時間労働是正につなげる。

６～１２月

【課題】

・出荷作業時の手待ち時間の発生。
積込場所でほぼ毎日発生している。

・出荷場所（積込場所）での積込み
完了の遅れの発生。当日荷当日締
めによる追加、キャンセル対応のた
め積込み完了に遅れが出る。

・発荷主の要求する輸送時間が短い。

・発荷主からの出荷指示が遅く、計
画的配車ができない。ほぼ毎日積込
み当日の連絡。

・積込み作業の運用における乗務員
への労働負荷。積込みバースの不
足、積込車両までの導線が長い等。

・外部倉庫と場内の出荷優先順位が
連動しておらず、積込みを優先した
い車両に待ち時間が発生。



現状分析

１～２月

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主

冷凍食品製造業の物
流子会社

 元請物流事業者
運輸Ａ

 下請運送事業者
運輸Ｂ

課題の洗い出し
解決手段の実施 改善の経緯を検証

・運輸Ｂの働きかけにより労働
時間の短縮ができた事例のた
め、発荷主、元請への交渉、
改善の実施の経緯について
詳細を検証する。

・今回の発荷主以外にも、冷
凍食品や水産加工品を出荷
する荷主企業との取引が複数
あるため、この輸送の効率化
についても検討する。

コンサルタント

発
荷
主 発

荷
主

発
荷
主

元
請 元

請

静岡県パイロット事業②

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労働等の改善を図るものである。以下の
ように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック業界全体の長時間労働是正につなげる。

６～１２月

【運送の流れ】
中部の拠点→関東→関東の複数
の冷凍施設を巡回集荷→中部の
拠点

【課題】

・複数箇所の巡回集荷がドライバー
の長時間労働の原因となっている。

【改善の実施】

・発荷主、運輸Ｂと輸送システムの
見直しを要請。関東での巡回集荷を
発荷主、運輸Ａで行い、物流セン
ターから中部拠点の輸送のみの担
当へ変更。

ドライバーの労働時間の短縮に繋
がった。



【業務のながれ（工場出荷後）】
出庫→ 待機場到着・作業→ 現場搬
入・据付開始→ 帰着→ 翌日分積荷

＜課題＞
 手待ち時間関係

• 現場指揮のもと順番に据
え付けるため、職人の数や
段取りにより、待ち時間が
発生

 荷役作業関係
• 待機場で積替えが必要

 拘束時間関係

• ユニット数の大きな物件は
地場輸送でも１６Ｈ超過が
発生

• 帰りの最終便は、空のラッ
クや資材関係を積み込む
ため、据付完了まで現場を
離れられない

現状分析

１２～１月 ２月末頃

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主
中部セキスイハイム工業
 運送事業者
豊橋センコー運輸

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題の「計画以上の
拘束時間が発生した要因 」
に着目し、真の課題を明らか
にする。

＜実験＞
 【運転（出庫～待機場）】

・交通集中／事故渋滞
・天候不順
・入場規制

 【運転（横持ち～現場搬入】
・進入路変更／進入難
･進入時間規制
・長距離の横持ち
・単車不足

 【荷役作業（現場）】
・電気工事待ち
･据付け待ち
・現場管理（休憩）
・直送部材の搬入遅れ

 【運転（待機場～帰庫）】
・交通集中／事故渋滞
・天候不順

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 発

荷
主

発
荷
主

元
請 元

請

愛知県パイロット事業

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労働等の改善を図るものである。以下の
ように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック業界全体の長時間労働是正につなげる。

１０～１１月

事業場訪問（１回目：11/11、２回
目：1/27）、現状分析を踏まえ、当

該集団の課題を設定し、この課題
を解決する手段を検討する。



現状分析を踏まえ、当該集団の課
題を設定し、この課題を解決する手
段を検討する。

・チェックリストによる課題の洗い出し
・課題に基づく事業場への状況確認
・確認結果に基づく解決手段の検討

・参加集団による解決手段の可否の判
断と合意形成

○特に月末や年末に、物流センターで
入荷の遅れがあると、全体の作業に遅
れが発生し、ドライバーの手待ち時間が
発生している。

○作業導線に非効率な箇所がある。
（物流センターの設計上の問題も含め
て検討が必要であり、直ちに改善するこ
とは困難）

現状分析

１１～１月頃 ２月末頃

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞

 発荷主 （株）バロー
ホールディングス

 元請運送事業者 中部
興産（株）

 下請運送事業者 秋田
運輸（株）

 着荷主 （株）バロー

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

・対処可能と思われる解決手
段についてトライアルを実施。

・タイミングは月末及び年末繁
忙期。

【内容】

○入荷遅れの情報をドライ
バーにも情報共有し、ドライ
バーが状況もわからず待機す
るのではなく、休憩などができ
るよう、調整。

○現在、ドライバーにアンケー
トを実施しており、その結果も
踏まえて検証する。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

岐阜県パイロット事業【出荷遅れの際、情報伝達により待機時間から休憩時間への変更へ】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労働等の改善を図るものである。以下の
ように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック業界全体の長時間労働是正につなげる。

１０～１１月



現状分析

１２月～２月頃 ２月～３月頃

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主
（株）おやつカンパニー

 運送事業者
（有）青山商店荷役

課題の洗い出し
解決手段の検討

実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

○１１月２４日に第２回の検討
会議が開催され、課題と改善
策が提示され実験内容を決定。

１．ばら積み貨物の作業補助
要員を1人配置し、荷役時間
の短縮効果と増加経費につい
て検証を行う。

２．長距離幹線便における拘
束時間等の適正化を図るため、
高速道路の使用区間や運行
計画を見直し効果検証を行う。

（実証実験期間）
1月16日（月）～1月20日（金）
の5日間で実施

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 発

荷
主

発
荷
主

元
請 元

請

三重県パイロット事業

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労働等の改善を図るものである。以下の
ように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック業界全体の長時間労働是正につなげる。

８～１１月

現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。
○課題

・集荷先が最大6箇所あり非効率
となっている。

・積載率重視で、トラックへの貨
物の積み付けがバラ積みで行わ
れていることから、荷物の積み込
み、荷下ろしに時間がかかってい
ることが判明。

・長距離幹線便の拘束時間の長
時間化が判明。

○解決手段の検討

・3倉庫、1工場の在庫を建設中
の新物流センターに集約を図る。
・ばら積み貨物のパレット化によ
る実証実験について検討。
・長距離幹線便における高速道
路の適正区間使用による運行計
画の変更。



現状分析

１２～１月 １月末頃

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主
サカイオーベックス（株）
 運送事業者

（株）ミツノリ、福井貨物
自動車（株）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

○11月25日第二回検討会に
て実験内容について提示

○実証実験

1月16日から1月20日において

実証実験を実施中
実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 発

荷
主

発
荷
主

元
請 元

請

福井県パイロット事業

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労働等の改善を図るものである。以下の
ように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック業界全体の長時間労働是正につなげる。

８～１１月

現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

○課題

ヒアリング、チェックリストによる課題
の抽出作業の結果、反物であるロー
ルを梱包する作業に時間かかかっ
ていることが判明

○解決手段の検討

反物であるロールを保管する場所が
手狭であることから作業に時間がか
かっていることもあって、近隣にある
トラック事業者の倉庫に反物及び梱
包機を移して作業を行うことを検討。



現状分析を踏まえ、当該集団の課題
を設定し、この課題を解決する手段
を検討する。

＜課題＞

 取卸し時における待機時間

• 受付順に、指定バースにて
取卸しするため、待機時間
が繁忙期以外にも発生

• フォークリフトの台数が限
定されているため、待機時
間がさらに長時間化

• 取卸し後の検収作業にも
時間を要し、取卸し後の拘
束時間が長い

現状分析

平成２９年２月以降

実験に参加する事業者と、コン
サルタントが連携し、当該集団に
おける運送取引の実態を把握。
（打合せや事業場の訪問を複数
回実施。）

＜参加集団＞
 発荷主（日用品ﾒｰｶｰ）

サンスター（株）
 元請運送事業者

名鉄運輸（株）
 下請運送事業者

ジャパンロジコム（株）
 着荷主（卸売業者）

（株）あらた

課題の洗い出し
解決手段の検討

実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

 取卸し時における待機時間
の削減

• 入門時間管理を実
施

• 検収作業を踏まえた
伝票の受渡しを後
日に実施

 業務改善指標の設定
• 平均待機時間（KPI）

の共有化等、業務
改善効果の見える
化、集団内での目標
と進捗状況の共有
化 等

実
験
結
果
検
証

コンサルタント

発
荷
主

着
荷
主

着
荷
主

元
請

下
請

滋賀県パイロット事業【着荷主における取卸し時の待機時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

平成２８年９月～平成２９年１月 平成２９年３月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞
 手待ち時間の発生

• 発荷主側の集荷に行っ
た時点で荷揃いが終
わっておらず、手待ち時
間が発生する

現状分析

９～２月頃 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞

 発荷主（製造業）
小松シヤリング㈱

 運送事業者
松川運送㈱
㈱ミクニランテック京都営業所

 着荷主（製造業）
ニチユ三菱フォークリフト㈱

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞
 荷揃えの優先順位を変更

• 発荷主において、荷
揃えを製造ロット順
から輸送車両順にし、
ジャストインタイムで
荷積み出来るように
して手待ち時間を解
消させる。

実
験
結
果
検
証

コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

運
送
事
業
者

京都府パイロット事業 【荷揃えの優先順位を変更することにより手待ち時間を解消】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

９～11月

着
荷
主

運
送
事
業
者



現状分析を踏まえ、当該集団の課題
を設定し、この課題を解決する手段
を検討する。

＜課題＞
 拘束時間関係

・繁忙期は、運送事業者で定めて
いる一日の拘束時間 （12時間）を

超えることもあるが、納品時間を考
慮した配車とコース設定をしている
ため、大きな問題は無い。

 荷役作業関係

・品揃えは庫内の作業員が行い、
車両への積込みはドライバーが
行っているが、大きな問題は無い。

 手待ち時間関係

・納品時間が決められているため、
手待ち時間はほとんど無いが、検
品のための待ち時間が発生してい
る。

現状分析

１１～２月頃 ２月以降

実験に参加する事業者と、コ
ンサルタントが連携し、当該集
団における運送取引の実態を
把握。（打合せや事業場の訪
問を複数回実施。）

＜参加集団＞
 発荷主

（株）日本アクセス
 運送事業者

（株）ハップ
（有）千流

 着荷主
（株）アカシヤ

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞
 拘束時間、荷役作業関係

・大きな問題は無いため、こ
こに至った取り組み事例を提
供していただく。

 手待ち時間の縮減

・各店舗での検品のための
待ち時間の削減やカテゴ
リー別商品の降ろし作業が５
分、１０分の削減となる。

着荷主に荷物の受け取りを
されている従業員の意見等
を確認していただき、報告を
求めているところ。

その内容によって、実験内容
を検討する。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

大阪府パイロット事業 【 降ろし作業時の検品作業方法の改善 】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

７～１１月



現状分析を踏まえ、当該集団
の課題を設定し、この課題を解
決する手段を検討する。

＜課題＞

２月２日に第２回検討会を実施。
検討会に向け、課題抽出及び
解決手段について検討中。

現時点で判明している課題は
以下のとおり。

・雨天時の積込み作業におい
て、作業エリアが狭隘であり
シート掛けに時間を要する。

・出荷工場自体が、積込み作業
用に設計されておらず、複数台
の同時作業ができず待機時間
が発生する。 等

現状分析

２月予定 ２～３月以降

実験に参加する事業者と、コン
サルタントが連携し、当該集団
における運送取引の実態を把
握。（打合せや事業場の訪問を
複数回実施。）

＜参加集団＞

 発荷主（機械金属製造業）
神戸製鋼所高砂製作所

 元請運送事業者
神鋼物流株式会社

 下請運送事業者

三輪貨物自動車（株）・
（株）日笠運送

 着荷主（製造業者）
（調整中）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

２月２日の第２回検討会において、
課題や解決手段が決定される。
その内容により実験内容が確定
する。

実
験
結
果
検
証

コンサルタント

発
荷
主

着
荷
主

着
荷
主

下
請

兵庫県パイロット事業 【課題の洗い出し中】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

１０～１月

元
請



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

 ２月中に開催予定の第２回検
討会に向け、課題の抽出に向
けた作業中。

現状分析

２～３月頃 ３月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞

 発荷主（機器部品製造ﾒｰ
ｶｰ）A

 元請運送事業者ア
 下請運送事業者イ

 着荷主（計測機器製造
メーカー）a

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

 ２月中に開催予定の第２回
検討会において、決定する
課題に対し、実証実験をお
こなう予定のため、未着手

実
験
結
果
検
証

コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

奈良県パイロット事業 【（未定） 】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

１０～１月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

 拘束時間関係
• 特殊車両通行許可が

必要とされる輸送であ
り、運行可能時間が21
時～6時と限定されるも

のもあるため、拘束時
間が長くなる傾向があ
る

• 一般道を利用する運行
計画が組まれることが
多く、2泊3日の運行と
なっている

現状分析

１月頃 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（建材ﾒｰｶｰ）
髙田機工(株) 和歌山工場
 運送事業者
(株)西日本建設物流
 着荷主（建材ﾒｰｶｰ）
髙田機工(株) 工事本部

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

 橋梁（部品）の設計変更
• 運送事業者からの

意見を聴き、荷主側
物流部門と設計部
門とが連携すること
で、荷姿を24時間運

行可能なスペックへ
改善

 運行時間の削減
• 現在の一般道利用

から、高速道路利用
を増加

• 2泊3日運行から1泊
2日運行に改善
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主
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主
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和歌山県パイロット事業 【橋梁（部品）の設計変更による24時間運行を可能とした拘束時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

８～９月



現状分析を踏まえ、当該集団の課題
を設定し、この課題を解決する手段
を検討する。

＜課題＞
 積込み時における待機時間

• 早朝６時台の待機時間が
長い（受付開始時間開始
後、１時間以内）

• ピッキングに時間を要する
時間帯における待機時間
が長い

 積込みに係る拘束時間

• 複数の積込み場所を巡回
するため、積込み時の拘束
時間が長時間化する傾向
にある

• 積込み時にピッキングによ
り積荷が準備できない場合、
拘束時間が長時間化する

現状分析

10/1～10/31 2/1以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（飲料ﾒｰｶｰ）A
 元請運送事業者ア
 下請運送事業者イ

課題の洗い出し
解決手段の検討

実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞
 積込み時における待機時間

• 入門時間管理により、
「早期受付車両を優
先する積込み実施」
の原則を見直し

• スペースを確保し、
ピッキング効率の向
上 等

 積込みに係る拘束時間

• ピッキング効率の向
上に向けた改善方
策の実施 等

 業務改善指標の設定
• KPI設定による業務

改善効果の見える
化、集団内での目標
と進捗状況の共有
化 等

実
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岡山県パイロット事業【入門時間管理、ピッキング等の効率化による積込み時の待機時間を削減】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

８～１０月



改善効果 取組方策

特約店出荷
（当日午前）

▲10分 ①台数削減、入門時間調整、積込エリア集約により改善

特約店先積出荷
（当日午後）

▲7分

①工程改善により従来より約30分積込開始を早期化

②一方、先積台数増加による作業要員配置不足などが原因で待機が従
来より15分の増加
※約半数のﾄﾗｯｸが①②に影響

社内転送 ▲4分 ①積込エリア集約により改善

全体平均 ▲7分

○各活動の結果、全体で平均約7分の構内滞留時間が削減

【岡山県協議会】



現状分析

１月～２月頃 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（自動車ﾒｰｶｰ）
 元請運送事業者
 下請運送事業者 ３者
 着荷主（自動車ﾒｰｶｰ）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

検討中
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広島県パイロット事業 【 タイトル 調整中 】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

９～１０月

現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

 課題抽出のための荷主関係者
等からのヒアリングを実施中



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞
 手待ち時間関係

• 発荷主での荷揃いが遅
く、構内での手待ち時
間が発生している。

 荷役作業関係

• 貨物の形状が多様であ
るため、トラックへの積
みつけに時間がかかる。

 拘束時間関係

• 法令遵守のために高速
道路を利用する必要が
あるものの、運送事業
者の持ち出しとなってい
る。

現状分析

1月中旬～２月中旬 ２月中旬以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（製造業） A
 元請運送事業者 B
 下請運送事業者 C
 着荷主（倉庫業） D

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験
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 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

８～１２月

山口県パイロット事業 【在庫の適正化やオペレーションの改善による拘束時間の削減】

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞
 在庫の適正化

• 年内に設備の定期
修理があるため、そ
の時点で在庫を調
整、在庫の適正化を
図る。

 オペレーションの改善

• 出荷アイテムとその
他アイテムの置き場
の分離、運送会社
への積み込み予定
時間の事前連絡の
検討などのメニュー
の中から、在庫の様
子を見ながら取り組
みを再検討する。



【パレット積み貨物の荷役風景】

倉庫に横積みで保管されている製品は、１

本ずつラムフォークリフトでトラック荷台に横
積みで積みつけていく。
一方、製品によっては、パレット積みで保管

されているものもあり、これはパレットのまま
フォークリフトで荷台の高さまで上げた後、ド
ライバーが斜めに転がしながら荷台奥へと移
動させていく。

【山口県協議会】



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

 拘束時間関係

・ コストの関係で長距離輸送
への高速道路利用が通常では
認められていない。

・ 荷下ろしの時間が分割され
ているため休息時間が取れて
いない。

 荷役作業関係

・ パレット化、荷役機械化によ
る作業負荷の軽減。
・パレット単位による受注

現状分析

１～２月頃 ２～３月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せ、
事業場訪問実施。）

＜参加集団＞

 発・着荷主（乳製品製
造ﾒｰｶｰ）A(a）

 元請運送事業者ア、イ、
ウ

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

 検討中

・販売輸送について、高速道路利
用による高速時間短縮の検討

・一部長時間化している運行につ
いて、分割休息導入の検討

・肥料の引取りに関して、パレット
化の検討
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鳥取県パイロット事業【乳製品の運送に係る作業等時間短縮による拘束時間の削減等】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

７ ～１月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞
 受注業務について

 配車結果の情報共有とトラック
到着時間のスケジュールにつ
いて

 積込み作業について
 工場の設備について
 工場の出荷情報について
 工場の製品の荷姿について

 荷主と運送業者のパートナー
シップの強化について

上記を検証した結果、以下の課題が
見られた。

・荷積みスペース不足による荷積
みに時間がかかる。（倉庫）

・貨物の形状が様々なため、荷積
みに時間がかかる。 等

現状分析

２月頃 ３月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引の
実態を把握。（打合せや事
業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞

 発荷主：ホシザキ㈱島
根工場

 元請運送事業者：日本
通運（株）出雲支店木
次営業所

 着荷主：
①日通トランスポート
㈱岡山支店
②北四国運輸倉庫㈱
倉庫支店

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決
策を実証する。

＜実験＞

 コンサルタント及び参加集
団で実験内容を検討中

・形状、大きさの異なる非常
に多くの製品をトラックに積
載する作業となっているた
め、当作業の効率化につ
いて検討

・当日生産・出荷する製品の
生産進捗に関する情報の
運送事業者への提供を検
討。

実
験
結
果
検
証

島根県パイロット事業 【積込み作業の効率化等による拘束時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

７～１月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞
 荷役作業時間

・冷凍食品の荷役作業は手作業
で行うことから、附帯作業時間
が長時間化する傾向にある。

 待機時間関係

・検査・検品が遅延した場合に待
機時間が発生する傾向にある。

現状分析

１～２月頃 ３月以降

実験に参加する事業者と、コンサ
ルタントが連携し、当該集団にお
ける運送取引の実態を把握。（打
合せや事業場の訪問を複数回実
施。）

荷種 冷凍食品

＜参加集団＞
 発荷主（製造業）
 元請運送事業者(運輸Ａ)
 下請運送事業者(運輸Ｂ)
 着荷主（運輸Ａ）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験予定内容＞
 荷役作業時間の短縮化

・荷台にローラーを設置し、荷
役作業を効率化させ、５％前
後の作業時間の短縮化に取
り組む。

 待機時間の削減

・検査・検品に伴う遅延発生
の情報を迅速に伝達し、待
機時間が発生しない仕組み
を構築。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

香川県パイロット事業 【荷役作業の改善による手待ち時間の短縮】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

１１～１２月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

現状分析

１１～１月 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

荷種 柑橘類

＜参加集団＞
 発荷主（農協）
 元請運送事業者(運輸Ａ)
 下請運送事業者(運輸Ｂ)
 下請運送事業者(運輸Ｃ)
 着荷主（青果市場）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞
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愛媛県パイロット事業 【 事業内容非公開 】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

７～１１月

参加集団にチェックリストの
配布及び事業場訪問による課題
の洗い出しを実施。
課題内容については非公開。

実証実験内容を検討中で
あるが、検討内容につい
ては非公開。



現状分析

１～２月頃 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

荷種 菓子

＜参加集団＞
 発荷主（製造業）
 元請運送事業者(運輸Ａ)
 下請運送事業者(運輸Ｂ)

 着荷主（卸売業）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

高知県パイロット事業 【積込み及び荷降ろし作業改善による拘束時間の短縮】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

１１～１２月

現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞
 荷役作業関係

・手荷役での積込み及び荷降

ろし作業のため時間がかかって
いる。（パレットの利用無し）

 検品作業関係
・多品種少量の発注により積
込み及び荷降ろし作業におけ
る検品作業が複雑で時間がか
かっている。

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験予定内容＞
 荷役作業時間の短縮化

・パレットを利用して、パレッ
ト単位に荷物を集約、荷物
は、積込み時にビニールで
固縛して車両荷室の下段に
積込みを実施、少量荷物は
パレットの上段に積込みを
実施することで、積込み及
び荷降ろしの作業時間の短
縮を図る。

 発注量の平準化

・多品種少量の発注が毎日
されており、積込み及び荷
降ろし作業時の検品作業に
時間がかかっているため、
パレット単位になるように発
注方式を見直し作業の効率
化を図る。



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

現状分析

１１～１２月頃 １２月以降

実験に参加する事業者と、コンサ
ルタントが連携し、当該集団にお
ける運送取引の実態を把握。（打
合せや事業場の訪問を複数回実
施。）

荷種 印刷用紙

＜参加集団＞

 発荷主（製造業）
 元請運送事業者(運輸Ａ)
 下請運送事業者(運輸Ｂ)
 下請運送事業者(運輸Ｃ)
 着荷主（運輸Ａ）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

○運行時間の変更

・出発時間を遅らせることによ
る拘束時間短縮

実
験
結
果
検
証

コンサルタント発
荷
主

元
請

下
請

徳島県パイロット事業 【運行時間変更による拘束時間の短縮】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

７～１１月

下
請

参加集団にチェックリストの配布及び事業
場訪問による課題の洗い出しを実施。

○手待ち時間関係
・印刷用紙を取り扱うため雨天時の荷役
場所が限られる。このため雨天時には手
待ち時間が発生。
・着地倉庫における待ち時間が長いとい
う特徴がみられる。

○拘束時間関係
・改善基準告示の範囲内での運行計画
を作成し、同告示の順守を実現している。



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

①着荷主側における手待ち時間、順
番取りや荷役時間が労働時間を延
ばしている。

②発荷主作成の運行スケジュール
で動いているが、道路状況やアクシ
デントがあると、計画通りに運行でき
ず拘束時間に影響が出る場合があ
る。

現状分析

１月 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞

 発荷主（物流会社）Ａ
 元請運送事業者

甘木合同運輸 (株)
(株)チクホー
(有)北野運輸

 着荷主（物流会社）Ａ

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

②複数個所集荷を１個所積みに
できるように、横持ちを実施。

発荷主において、拠点での在
庫を調整。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

福岡県パイロット事業

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

１０～１１月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

①パレット崩しの手荷役で作業負荷
が大きく、時間もかかり、運転手不
足の要因となっている

②複数個所集荷・複数個所下ろしに
より、荷役時間や運転時間が増大し、
拘束時間に影響を与えている。

③着荷主での荷下ろしが集中するた
め、早い到着をめざす傾向がある。

現状分析

１月 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（加工食品製造）Ａ
 元請運送事業者Ｂ

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

②１人あたりの拘束時間の短縮
化を目標に、運転手を２人体制

として、集荷専門と、長距離運行
専門に担当を分担し乗務。運転
手それぞれの日報から、拘束時
間の変化を計測する。
具体的な実施方法を検討中。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

佐賀県パイロット事業

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

１０～１１月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

①荷役と幹線輸送を同一のスタッフ
が行っているため１人あたりの労働
時間が長くなるケースがある。

②九州自動車道の結節点が鳥栖で
あるため、柳川ＩＣまでの一般道走行
が長く、運転時間が長くなる傾向が
ある。

現状分析

１月 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（食品製造）

（株）フランソア
 元請運送事業者

日通長崎運輸（株）
 着荷主（食品製造）

エーケーエム（株）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

①１人あたりの拘束時間を短縮
化を目標に、荷役作業担当(A)と
幹線輸送担当(B)を分離する。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

長崎県パイロット事業

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

１０～１１月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

①トラック到着から積み込み開始ま
での手待ちが長い

・納品市場ごとの商品が全てそろわ
ないと積込み開始できないため。

②構内作業員がいるにもかかわら
ず、ドライバー自らが構内作業に関
わり拘束時間となっている。

・多品目多点おろしのため、ドライ
バーが積込み状況を把握していない
と納品時に混乱するため。

現状分析

２月（見込） ３月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（農産物）

熊本県経済農業協同組合連
合会

 元請運送事業者

熊本交通運輸（株）
（有）国際急送
宇城農産輸送（株）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

左記課題を含む現状分析と課題
のレポートを作成。一部運送事
業者の回答調査票の確認中。

その後、第２回検討会議を行い、
実証実験内容と時期を確定させ
る予定。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

熊本県パイロット事業

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

１１月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

陸路の長時間運行における拘束
時間の縮減。フェリーを活用した運
行と高速道を活用した場合との比較、
モーダルシフト活用。

現状分析

２月（見込） ３月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（鶏卵）

農事組合法人協和
 元請運送事業者

豊後通運（株）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

左記課題を含む現状分析と課題
のレポートを作成。対象集団にて
確認の予定。

その後に第２回検討会議を行い、
実証実験内容と時期を確定させ
る予定。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

大分県パイロット事業

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

１１月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞

 手待ち時間関係
• 出荷先別の分荷・加工

作業が終わらないと出
荷できないため手待ち
が発生

 荷役作業関係
• 分荷の確定に時間がか

かり、配車連絡がギリ
ギリになる

• 集出荷センターでの積
み込み開始時刻から
フェリー乗船〆時間ま
でのリードタイムがない

 拘束時間関係
• 複数の集荷先を巡回す

るため、ドライバーの拘
束時間が長引く

現状分析

１１月 １月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（農産物）

宮崎県経済農業協同組合連合会
 元請運送事業者

（株）ＪＡ物流みやざき
 下請運送事業者

（有）宮崎配送センター

 着荷主（東京青果市場内卸）Ａ
（大阪青果市場内卸）Ｂ

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。

＜実験＞

・出荷日を現状から１日遅らせ、
集荷日の翌日とすることにより、
製品の品質面等にあたえる影
響・課題を調査

・農家から集荷した当日（１日
目）は、集出荷センター内の予冷
庫に保管し翌日出荷とすることで、
４日目出荷の実証事業を行う。

・リードタイムが１日伸びること
による品質の劣化について検証
する。

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

宮崎県パイロット事業

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

９～１０月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。

＜課題＞
○拘束時間関係

・長距離輸送のため、運転時間が
長い。

○荷役作業関係

・ばら積みのため、積込に時間が
かかる。

○手待ち時間関係

・入構時刻に関する認識に問題が
ある

・タイミングによっては出発時の接
車待ちがある

・届け先の受入れ可能時間までに
待機が発生する

現状分析

１１月 ２月以降

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主（食肉加工）

鹿児島くみあいチキンフー
ズ（株）川内工場

 元請運送事業者
（株）ＪＡ物流かごしま

 下請運送事業者

牧迫運輸（株）

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。
＜実験＞

○運転時間の見直し
・届け先時間指定の見直し
・高速道路利用部分の拡大

○荷役作業関係

・積込時間を算定し、積込作業の
生産性の確認。

・荷役時間を発荷主に連絡。発
荷主から着荷主へ、所要時間の
短縮協力を依頼。

・パレット積み、パレット卸により
作業時間を短縮。
・車両のバース接車の調整。

○手待ち時間の縮減

・入構時刻の認識の修正と車両
出発時刻の見直し
・届け先の時間指定の緩和

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

鹿児島県パイロット事業

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

９～１０月



現状分析を踏まえ、当該集団の
課題を設定し、この課題を解決す
る手段を検討する。
＜課題＞
 手待ち時間関係

• 宅配による小口納品の一
括化による効率化

• 入荷ステーションごとの貨
物調整による平準化

• コンテナ積む順の改善に
よる入荷スケジュール改
善

• 入荷の計画通りの実施、
進捗管理の改善による効
率化

• ２シフト制、夜間納品の実
施などゲートオープン時
間の延長による効率化

• 小ロット納品の待機抑制

• 検品体制の見直し検品体
制の見直し

現状分析

１０～２月頃 ３月頃

実験に参加する事業者と、
コンサルタントが連携し、当
該集団における運送取引
の実態を把握。（打合せや
事業場の訪問を複数回実
施。）

＜参加集団＞
 発荷主：Ａ
 元請運送事業者：Ｂ
 下請運送事業者：Ｃ
 着荷主：Ｄ

課題の洗い出し
解決手段の検討 実証実験

設定した課題に対する解決策
を実証する。
＜実験＞
 手待ち時間の縮減

（改善メニューのうち、改善の
必要性と実行可能性の観点
からテーマを絞り込んだ）

• 入荷ステーションご
との貨物調整による
平準化

• 小ロット納品の待機
抑制

実
験
結
果
検
証コンサルタント

発
荷
主 着

荷
主

着
荷
主

元
請 下

請

沖縄県パイロット事業【清涼飲料品等の積み卸し作業時間短縮による拘束時間の削減】

 パイロット事業（実証実験）は、コンサルタント等の専門家のアドバイスのもと、実験に参加するトラック運転者の長時間労
働等の改善を図るものである。以下のように、①荷主及び運送事業者の現状の分析、②課題の洗い出し・課題に対する
解決手段の検討、③解決手段の実証実験、④検証等を行う。

 この事業で明らかになる課題や解決策は、平成30年度に取りまとめるガイドラインに反映し、横展開することで、トラック
業界全体の長時間労働是正につなげる。

６～１０月頃

リーダーが中心となって
現場で調整

通常の入荷バース
小ロット
専用窓口


